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1 . は じめに
時間 ｢ 空間的に詳細な水蒸気真 の把握はm es o- 循環や m es o-降水系の理解に と っ て不可欠な殊題で あ
る｡ G P Sによ っ て計測される大気遅延皇 は可降水量を示すもの として 注目されて おり, 時間 一 室間的
に詳細な水落気量変動 ･ 分布の把握の可能性が生まれつ つ ある｡
我々 の実験の主 眼は､ この可能性を検証する事にあるo 高度- - 一時 間分解能がよいtrb皿dr adar(送信
出力1k W,送受倍周 波数135 7.5 M Hz;帯皮分解能75m ､ 時間分解能51s e c) を用 いて 大気運動を詳細に観測
し､ その観弧結果と対比し､ G PSの大気遷延主によ っ て どの程度m es o- 循環 ･ 降水系の理解に有意な可
降水量の変動が得 られるかを検証するこ とで ある｡
2 . 実験方法
我々 の有する しbandradarで は､ 水平､ 鉛直3
成分 の風速が51s e o毎に測定できると同時に ､ 大
気密度差､ 大気乱流強度､ 水蒸気量の 分布差異
によ っ て異なる反射強度が同じ時間 ⊥ 高度分解
能で観測され る ｡ 第1 図はその 1例で ､ 19 96 卓
年9月22日にr a血r siteに接近 した台風97 17号 の 鉛
直方向の 反射強度分布とその時同時に観測 した
r adi岱 仙d如こよる気温､ 混合比の分布､ さらに10
分毎の降水量を示したもの である ｡ 反射強度の
強弱はほ ぼ降水量変動に対応して いるだけで は
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なく､ この期間観測 した3回の.adios md8観測か 弟1囲L-b u d r &d&d=よる反射執度と気温 (℃)
ら求めた混合比の分布に おおよそ対応してい る 弘合此(B/k8),降水tの(Jh m)改砂
ことがわかる ｡ しか し､ 3 - 6時間毎の ndio･ 如 ndc観測では雲の組織化 に対応した構造を解析すること
は困難で , 5瞭要 一 つ 一 つ の構造とその相互関連を知るためにはより詳細 な水落気畳の観測が不可欠で
ある ｡ かなり発達 した擾乱でも可降水量の 多くは高度5km以下 の膚でおおよそ決定されると考え られ
る｡ われわれ は先ず詳細なr adios o nd8観&1jを実施 し､ G PSから求められる大気遅延量 と可降水量､ さら
に､ その ときの反射強度の絵和な どとの 関連を解明したい と考えてい る ｡ これらの関連か ら以下甲よ
うなn es o- 循環 † 睦水系の 解明を試みる ことを目構とする｡
3. 実験課題
a)海風fro ntは どこ まで侵入するか ｡ ･
2A
第2図はL-ba nd ndarで観測 した1995年7月26
1 J
日 の 鉛直 ⊥ 南北循環 を示 したもの である ｡ 夏
期晴天夜間に ､ 勧銀恥itBの下層で は図の ような
一 般風とは異な る南北循環が数時間定常的に
勧&rJされる｡ これはKim t)ra ad ml W aBata(199
3)が福島盆地北東部で観測された構造と類似
して おり､ 盆地南西部 のL-bandr a血 silcで は6
時間遅れて出現して いる｡ 図で はその構適が
重力流的構造をして おり､ 日中奥羽山系と海
との間で の海風循環が陸風循環に変化する時
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刻 に ､ 仙台平野と内陸域の福島盆地 での温度差が大きいために､ 仙台平野から福島盆地に移流する循
環と考えられる ｡ この循環が出現する時刻は地上の混合比も増加して おり､ GPSなどに よる藤細な可
降水量 の分布と時間変動 を明らかにすることによ っ て ､ その実態と因果を解明するこ とができる課題
である ｡
b) 内陸筋状蛮 の形成要因
北西の冬季季節風が卓越する時期に奥羽
山系の谷部を通過して顕著な筋状零が形成
され､ 筋状零下で は局地的な豪雪を形成す
ることがある｡ 第3図はこう した筋状暑が
発生 して い る時のt-ba ndradadこよる水平風 言
と反射強度の時間 一 高度断面 である｡ これ 誉
をみると明らかにsyn optic sc aleでは北西風
の卓越する填であるの に地上800山稜度ま
で時折顕著な南 - 南東風が卓越 し､ その時
echoが発達 して い る ｡ 現在詳細な水蒸気量
の 情報がないの で明らか で はな いが､ 汝辺
(1995,1996)はAMらDA S d&tzLなどを解析し､
水平shearに伴う渦形成とそれに伴う水蒸気
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移流の可能性を示 して いる ｡ GPS可降水皇の詳細な時間 ｢ 空間分解能のdddi得 られればこれらの現象
の 実感 を理解する ことが できる｡
c) 積雲対流内の重力波による雲の組織化
第4図は1995年9月17日 にr adar sit8東方を通過
1
した台風9512号の しband n 血 で観測した水平
風 の高度 一 時間分布で ある ｡ これを見れば明
らか に東西風が鉛直振動してい る様子かわか
る ｡ 不安定と考えれれて い た斌賓集団である蔓
台風中心付近の下層では安定大気層に発生す至
る重力波の運動が顕著に存在して いる｡ この
重力波が局所的な水平sh8 arを増加させ､ 上昇
流を形成し､ 水蒸気収束や､ 宰の組織化に強
く関与 してい る可能性があると思われる ｡
GPSの詳細な可降水量の時間変動を理解する
ことに よ っ て これらの 実態 もより詳細に理解
できる もの と考えられる｡
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